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　平成 18 年 11 月 30 日の任期満了に伴う一般選挙後、はじ

めての市議会（臨時議会）が 12 月８日に開かれました。

　この臨時議会では、議長と副議長の選挙、４つの常任委員

会委員と議会運営委員会委員の指名、一部事務組合議会議員

の選挙が行われ、議長に兼沢謙一議員、副議長に吉野勝己議

員が当選しました。

　さらに、議会議員の定数が 26 人となったこと及び地方自

治法の一部が改正されたことに伴い、市議会会議規則と市議

会委員会条例の一部改正議案が議員より提出され、いずれの

議案も原案のとおり可決されました。

各
常
任
委
員
会
委
員
・
議
会
運
営
委
員
会
委
員
、

　
　
　
　
　
　
　
　

一
部
事
務
組
合
議
会
議
員
を
選
出

　

私
ど
も
は
、
第
３
回
臨
時
議
会

に
お
い
て
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙

を
い
た
だ
き
、
議
長
並
び
に
副
議

長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
誠
に

身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
ま
す
と
と

も
に
、
そ
の
職
責
の
重
さ
を
痛
感

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

現
在
、
各
地
方
自
治
体
と
も
厳

し
い
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
て
い

る
状
況
で
あ
り
ま
す
が
、
行
財
政

改
革
、
少
子
高
齢
化
対
策
等
の
山

積
す
る
諸
課
題
に
対
し
、
精
力
的

に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

公
正
・
公
明
の
立
場
を
堅
持
し

つ
つ
、
円
滑
な
る
議
会
運
営
を
心

が
け
、
市
民
の
皆
様
の
ご
意
見
や

ご
提
案
を
市
政
に
反
映
す
る
こ
と

を
最
大
の
責
務
と
し
、
全
議
員
一

丸
と
な
り
、
い
す
み
市
発
展
の
た

め
全
力
を
尽
く
す
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

今
後
と
も
、
議
会
に
対
し
ま
し

て
深
い
ご
理
解
と
、
ご
支
援
・
ご

協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

議
長
・
副
議
長
就
任
の
挨
拶

兼沢謙一

吉野勝己

副議長

議　長

よし    の   かつ    み

かね  さわ  けん   いち
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麻生 　実16
みのるあそう

岬町嘉谷354
87ー3802

(58) 石川 光男15
みつおいしかわ

高谷1920
66ー1467

(64)兼沢 謙一17
けんいちかねさわ

岬町岩熊1032
87ー3922

(58)熱田 彰司18
しょうじあつた

岬町榎沢1246
87ー2712

(65)山口 　稔19
みのるやまぐち

大原9013
62ー2589

(62)半場 新一20
しんいちはんば

行川777
86ー5331

(54)

松崎 敏雄22
としおまつざき

岬町井沢1170
87ー2875

(63) 荒井 　正21
ただしあらい

若山586
62ー4809

(56)井上 栄弌23
ひでいちいのうえ

大原7806ー1
62ー0619

(64)君塚 利雄24
としおきみづか

岬町椎木241
87ー2820

(77)米本 利雄25
としおよねもと

岬町長者130
87ー3330

(74)岩井 豊重26
とよしげいわい

行川1405
86ー3426

(62)

元吉 　基5
もといもとよし

山田6929
66ー0453

(62)渡辺 敏男6
としおわたなべ

作田1753ー1
86ー4763

(62)飯高 米蔵7
よねぞういいだか

岬町江場土180
87ー2122

(66)青柳 英俊8
ひでとしあおやぎ

新田3534ー1
63ー0690

(62)

杉山 敏行10
としゆきすぎやま

新田野411
66ー1320

(79) 鈴木 麗子9
れいこすずき

下布施2198
66ー0059

(66)吉野 勝己11
かつみよしの

島589
86ー3348

(67)君塚 泰三12
たいぞうきみづか

岬町椎木1762
87ー3247

(62)川嶋 英之13
ひでゆきかわしま

岬町押日2860
87ー4091

(60)石井 　博14
ひろしいしい

山田5535
66ー1521

(56)

田井 秀明1
ひであきた　い

日在1873ー15
60ー1108

(44)横山 正樹2
まさきよこやま

大原9089ー1
62ー0697

(54)中村 松洋3
まつひろなかむら

大原758
62ー1569

(57)高梨 庸市4
よういちたかなし

深堀1854
62ー0255

(46)



4

　常任委員会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎委員長　○副委員長

　議会運営委員会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎委員長　○副委員長

　一部事務組合議会議員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　総務常任委員会
　　　総務部、会計課、選挙管理委員会、監査委員などに関する事務調査や請願、陳情を審査します。

◎青　柳　英　俊

　中　村　松　洋

　兼　沢　謙　一

○岩　井　豊　重

　吉　野　勝　己

　田　井　秀　明

　麻　生　　　実

　　　会期日程や議案・請願・陳情の取扱い、議長の諮問事項など、議会の円滑な運営方法について
　　協議を行います。

元　吉　　　基

杉　山　敏　行

川　嶋　英　之

熱　田　彰　司

岩　井　豊　重

吉　野　勝　己

兼　沢　謙　一

半　場　新　一

井　上　栄　弌

石　川　光　男

兼　沢　謙　一

君　塚　利　雄

国保国吉病院組合 布施学校組合 夷隅環境衛生組合 広域市町村圏事務組合

　　民生環境常任委員会
　　　市民生活部、水道課に関する事務調査や請願、陳情を審査します。

◎松　崎　敏　雄

　石　井　　　博

　井　上　栄　弌

○山　口　　　稔

　熱　田　彰　司

　横　山　正　樹

　荒　井　　　正

　　産業建設常任委員会
　　　産業建設部、農業委員会に関する事務調査や請願、陳情を審査します。

◎川　嶋　英　之

　杉　山　敏　行

○元　吉　　　基

　石　川　光　男

　飯　高　米　蔵

　半　場　新　一

　　文教常任委員会
　　　教育委員会に関する事務調査や請願、陳情を審査します。

◎君　塚　泰　三

　渡　辺　敏　男

○鈴　木　麗　子

　君　塚　利　雄

　高　梨　庸　市

　米　本　利　雄

高　梨　庸　市

鈴　木　麗　子

荒　井　　　正

◎石　川　光　男

　川　嶋　英　之

○青　柳　英　俊

　松　崎　敏　雄

　君　塚　泰　三
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◎
い
す
み
市
特
別
職
の
職
員
で
非 

常
勤
の
も
の
等
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
【
可
決
】

　

〔
付
託
委
員
会
〕

　

民
生
環
境
常
任
委
員
会

　

（
介
護
保
険
法
が
改
正
さ
れ
、新

た
に
市
町
村
に
指
定
権
限
が
移

譲
さ
れ
た
、
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
の
指
定
等
に
つ
い

て
審
議
す
る
た
め
の
「
い
す
み

市
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
運
営

委
員
会
委
員
」
及
び
平
成
19
年

４
月
１
日
設
置
予
定
の
い
す
み

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

運
営
方
針
等
を
審
議
す
る
た
め

の
「
い
す
み
市
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
委
員
」

を
加
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
報
酬

を
、
日
額
６
千
円
と
し
た
も
の

で
す
。）

◎
い
す
み
市
道
路
占
用
料
徴
収
条  

例
の
一
部
改
正
【
可
決
】

◎
い
す
み
市
準
用
河
川
の
流
水
占

用
料
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
【
可
決
】

　

〔
付
託
委
員
会
〕

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　

（
両
条
例
は
、電
気
事
業
又
は
第

１
種
電
気
通
信
事
業
者
が
、
既

設
の
電
柱
類
に
電
線
を
共
架
す

る
場
合
に
、
第
２
次
占
用
料
を

徴
収
す
る
よ
う
改
正
し
た
も
の

で
す
。）

◎
平
成
18
年
度
い
す
み
市
一
般
会 

計
補
正
予
算
【
可
決
】

　

〔
付
託
委
員
会
〕

　

各
委
員
会
の
所
掌
区
分
ご
と
に

分
割
付
託

　

（
歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
４
億

　

７
、
７
４
９
万
２
千
円
を
追
加

　

し
、
予
算
総
額
を
144
億
３
、
４

　

０
４
万
４
千
円
と
し
た
も
の
で

す
。）

◎
平
成
18
年
度
い
す
み
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

【
可
決
】

　

〔
付
託
委
員
会
〕

　

民
生
環
境
常
任
委
員
会

　

（
歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
１
億

　

８
、５
８
７
万
円
を
追
加
し
、予

算
総
額
を
50
億
１
、
３
８
４
万

　

３
千
円
と
し
た
も
の
で
す
。）

◎
平
成
18
年
度
い
す
み
市
老
人

保
健
特
別
会
計
補
正
予
算
【
可

決
】

　

〔
付
託
委
員
会
〕

　

民
生
環
境
常
任
委
員
会

　

（
歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
２
億

　

５
、０
０
０
万
円
を
追
加
し
、予

算
総
額
を
50
億
６
万
２
千
円
と

し
た
も
の
で
す
。）

◎
平
成
18
年
度
い
す
み
市
介
護

保
健
特
別
会
計
補
正
予
算
【
可

決
】

　

〔
付
託
委
員
会
〕

　

民
生
環
境
常
任
委
員
会

　

（
歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
49
万

　
７
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額

を
24
億
９
７
１
万
円
と
し
た
も

　第４回定例議会は 12 月 14 日から 22 日までの９日間の

会期で開催されました。

　この定例議会では、市長から条例改正や平成 18 年度一

般会計補正予算等の 18 議案が提出され、いずれの議案も

原案のとおり可決・同意されました。ほかに、陳情４件を

審査しましたが、いずれも不採択となりました。

　一般質問は、７人の議員が行い、市政に関する諸問題に

ついて活発な議論が展開されました。
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民
生
環
境
常
任
委
員
会

○
介
護
保
険
制
度
改
善
・
拡
充
の

た
め
国
へ
の
意
見
書
採
択
を
求

め
る
陳
情
書
【
不
採
択
】

　

〔
付
託
委
員
会
〕

　

民
生
環
境
常
任
委
員
会

○
療
養
病
床
の
廃
止
・
削
減
と

患
者
負
担
増
の
中
止
等
国
へ
の

意
見
書
採
択
を
求
め
る
陳
情
書

【
不
採
択
】

　

〔
付
託
委
員
会
〕

　

民
生
環
境
常
任
委
員
会

　

の
で
す
。）

◎
千
葉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
の
設
置
に
関
す
る
協
議　

【
可
決
】

　

〔
委
員
会
付
託
省
略
〕

　

（
新
た
な
医
療
保
険
制
度
と
し

て
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が

平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
施
行

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
都
道
府

県
ご
と
に
全
て
の
市
町
村
が
参

加
す
る
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
を
、
平
成
19
年
３
月
31
日

ま
で
に
設
立
す
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
、
千
葉
県
に
お
い
て

も
平
成
19
年
１
月
１
日
か
ら
千

葉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
規
約
の
制
定
及
び
千
葉
県
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
を
設

置
す
る
こ
と
か
ら
、
広
域
連
合

の
設
置
に
関
す
る
協
議
に
つ
い

て
構
成
市
町
村
に
お
け
る
議
決

を
求
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。）

◎
夷
隅
郡
市
広
域
市
町
村
圏
事
務

組
合
規
約
の
一
部
改
正
に
関
す

る
協
議
【
可
決
】

　

〔
委
員
会
付
託
省
略
〕

　

（
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に

伴
う
収
入
役
の
廃
止
及
び
吏
員

制
度
の
廃
止
等
、
組
合
規
約
を

改
正
す
る
必
要
が
あ
り
、
構
成

市
町
村
に
お
け
る
議
決
を
求
め

ら
れ
た
も
の
で
す
。）

◎
国
保
国
吉
病
院
組
合
規
約
の
一

部
改
正
に
関
す
る
協
議
【
可
決
】

　

〔
委
員
会
付
託
省
略
〕

　

（
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に   

伴
う
吏
員
制
度
の
廃
止
に
つ
い

て
組
合
規
約
を
改
正
す
る
必
要

が
あ
り
、
構
成
市
町
村
に
お
け

る
議
決
を
求
め
ら
れ
た
も
の
で

す
。）

◎
夷
隅
環
境
衛
生
組
合
規
約
の
一

部
改
正
に
関
す
る
協
議
【
可
決
】

　

〔
委
員
会
付
託
省
略
〕

　

（
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に

伴
う
収
入
役
の
廃
止
及
び
吏
員

制
度
の
廃
止
等
、
組
合
規
約
を

改
正
す
る
必
要
が
あ
り
、
構
成

市
町
村
に
お
け
る
議
決
を
求
め

ら
れ
た
も
の
で
す
。）

◎
南
房
総
広
域
水
道
企
業
団
規
約

の
一
部
改
正
に
関
す
る
協
議　

【
可
決
】

　

〔
委
員
会
付
託
省
略
〕

　

（
南
房
総
広
域
水
道
企
業
団
の

事
務
所
の
位
置
を
「
勝
浦
市
」

か
ら
「
大
多
喜
町
」
に
移
す
こ

と
及
び
地
方
自
治
法
の
一
部
改

正
に
伴
う
吏
員
制
度
の
廃
止
に

つ
い
て
企
業
団
規
約
を
改
正
す

る
必
要
が
あ
り
、
構
成
市
町
村

に
お
け
る
議
決
を
求
め
ら
れ
た

も
の
で
す
。）

◎
い
す
み
市
総
合
計
画
審
議
会
設

置
条
例
等
の
一
部
改
正
【
可
決
】

　

〔
委
員
会
付
託
省
略
〕

　

（
議
会
議
員
の
定
数
が
26
人
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、「
い
す
み

市
総
合
計
画
審
議
会
設
置
条

例
」「
い
す
み
市
水
産
委
員
会

設
置
条
例
」「
い
す
み
市
都
市

計
画
審
議
会
条
例
」「
い
す
み

市
水
道
事
業
運
営
委
員
会
設
置

条
例
」
に
規
定
す
る
議
会
議
員

の
区
分
よ
り
選
任
さ
れ
る
委
員

数
を
そ
れ
ぞ
れ
減
員
す
る
た
め

改
正
し
た
も
の
で
す
。）

◎
い
す
み
市
道
路
線
の
認
定
【
可

決
】

  
〔
委
員
会
付
託
省
略
〕

　

・
市
道
夷
４
７
４
号
線
（
苅
谷

地
先
）

　

・
市
道
夷
４
７
５
号
線
（
須
賀

谷
地
先
）

◎
い
す
み
市
教
育
委
員
会
委
員
の

任
命
【
同
意
】

　

（
渡
辺
文
雄
氏　

再
任
）

◎
い
す
み
市
監
査
委
員
の
選
任

　

【
同
意
】

　

（
議
会
議
員
の
う
ち
か
ら
選
出

さ
れ
る
監
査
委
員
と
し
て
、
杉

山
敏
行
議
員
を
選
任
す
る
こ
と

　

に
つ
い
て
同
意
し
た
も
の
で

　

す
。）

◎
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

【
同
意
】

　

（
前
田
一
郎
氏　

再
任
）

○
障
害
者
の
福
祉
・
医
療
サ
ー
ビ
ス

利
用
料
の「
応
益（
定
率
）負
担
」

　

を
見
直
す
よ
う
国
へ
意
見
書
の

提
出
を
求
め
る
陳
情
書
【
不
採

択
】

　

〔
付
託
委
員
会
〕

　

民
生
環
境
常
任
委
員
会

○
「
格
差
社
会
」
を
是
正
し
、
庶
民

増
税
の
中
止
と
社
会
保
障
の
拡

充
の
た
め
国
へ
の
意
見
書
採
択

を
求
め
る
陳
情
書
【
不
採
択
】

　

〔
付
託
委
員
会
〕

　

第
３
回
臨
時
議
会（
12
月
８
日
）

か
ら
、
本
来
の
議
場
で
の
議
会
開

催
と
な
り
ま
し
た
。
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12
月
15
日
と
18
日
に
、
付
託
さ

れ
た
議
案
等
を
審
査
す
る
た
め

各
常
任
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案
件
の

審
査
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

平
成
18
年
度
い
す
み
市
一
般
会

計
補
正
予
算
の
審
査
で
は
、
交
通

事
故
多
発
地
点
な
ど
交
通
安
全
対

策
費
に
お
け
る
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
設

置
工
事
の
工
事
箇
所
に
つ
い
て
の

質
疑
が
行
わ
れ
、
緊
急
性
の
あ
る

箇
所
へ
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
等
交
通

安
全
施
設
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

今
後
も
早
急
な
対
応
が
必
要
と
の

意
見
が
出
さ
れ
、
質
疑
終
了
後
、

採
決
の
結
果
は
全
会
一
致
で
原
案

の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
さ

れ
ま
し
た
。

　

い
す
み
市
特
別
職
の
職
員
で
非

常
勤
の
も
の
等
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て
は
、
改
正
部
分
と
な
っ

た
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
運
営

委
員
会
委
員
及
び
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
委
員
の
人

数
・
選
考
基
準
、
設
置
要
綱
の
制

定
の
有
無
、
報
酬
金
額
の
根
拠
、

こ
の
時
期
の
改
正
で
会
議
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
か
等
の
質
疑
が

行
わ
れ
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
多

数
で
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
18
年
度
い
す
み
市
一
般
会

計
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、
ご
み

収
集
指
定
袋
作
製
業
務
の
入
札
回

数
、
業
者
選
定
、
ご
み
袋
の
材
質
・

強
度
に
つ
い
て
、
ま
た
、
夷
隅
保

健
セ
ン
タ
ー
ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
業

務
の
調
査
方
法
、
安
全
対
策
、
調

査
を
す
る
理
由
は
、
等
の
質
疑
が

行
わ
れ
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
多

数
で
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き

も
の
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
18
年
度
い
す
み
市
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
及
び

平
成
18
年
い
す
み
市
老
人
保
健
特

別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、

両
議
案
と
も
質
疑
無
く
、
そ
れ
ぞ

れ
採
決
の
結
果
、
全
会
一
致
で
原

案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
18
年
度
い
す
み
市
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

は
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
運
営

委
員
会
の
設
立
時
期
、
委
員
の
研

修
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運

営
協
議
会
の
開
催
回
数
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
確
保
、

24
時
間
体
制
の
対
応
に
つ
い
て
等

の
質
疑
が
行
わ
れ
、採
決
の
結
果
、

全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

障
害
者
の
福
祉
・
医
療
サ
ー
ビ

ス
利
用
料
の「
応
益（
定
率
）負
担
」

を
見
直
す
よ
う
国
へ
意
見
書
の
提

出
を
求
め
る
陳
情
書
、「
格
差
社
会
」

を
是
正
し
、
庶
民
増
税
の
中
止
と

社
会
保
障
の
拡
充
の
た
め
国
へ
の

意
見
書
採
択
を
求
め
る
陳
情
書 

、

介
護
保
険
制
度
改
善
・
拡
充
の
た

め
国
へ
の
意
見
書
採
択
を
求
め
る

陳
情
書
、
療
養
病
床
の
廃
止
・
削

減
と
患
者
負
担
増
の
中
止
等
国
へ

の
意
見
書
採
択
を
求
め
る
陳
情
書

に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
内
容
が

具
体
的
で
な
く
、
漠
然
と
し
す
ぎ

る
と
の
こ
と
で
、
採
決
の
結
果
は

賛
成
少
数
で
不
採
択
と
決
定
し
ま

し
た
。

　

い
す
み
市
道
路
占
用
料
徴
収

条
例
の
一
部
改
正
及
び
い
す
み
市

準
用
河
川
の
流
水
占
用
料
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

は
、
両
議
案
と
も
質
疑
無
く
、
そ

れ
ぞ
れ
採
決
の
結
果
、
全
会
一
致

で
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も

の
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
18
年
度
い
す
み
市
一
般
会

計
補
正
予
算
も
質
疑
無
く
、
採
決

の
結
果
、
全
会
一
致
で
原
案
の
と

お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
ま

し
た
。

　

平
成
18
年
度
い
す
み
市
一
般
会

計
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、
公
有

財
産
購
入
に
あ
た
っ
て
の
面
積
、

平
方
メ
ー
ト
ル
単
価
、
ま
た
、
大

原
中
学
校
校
舎
外
ア
ス
ベ
ス
ト

除
去
工
事
の
具
体
的
な
実
施
箇
所

及
び
工
期
に
つ
い
て
等
の
質
疑
が

行
わ
れ
、
質
疑
終
了
後
、
採
決
の

結
果
、
全
会
一
致
で
原
案
の
と
お

り
可
決
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
ま
し

た
。

▲付託された議案を審査しました
　（写真は総務常任委員会）
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岩
井
議
員　

国
民
健
康
保
険
税
に

つ
い
て
は
、
平
成
19
年
度
か
ら

一
律
課
税
と
な
り
、
旧
３
町
が

同
額
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
問

題
は
、
大
き
な
懸
案
事
項
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。

　
　

平
成
19
年
度
の
国
民
健
康
保

険
税
に
つ
い
て
の
市
の
基
本
的

な
考
え
方
を
伺
い
た
い
が
、
旧

３
町
に
お
け
る
国
民
健
康
保
険

税
の
差
に
つ
い
て
ど
う
感
じ
て

い
る
か
。
ま
た
、
課
税
の
方

法
（
応
益
割
、
応
能
割
の
内
容
）

の
見
直
し
、
さ
ら
に
減
免
制
度

の
適
正
化
な
ど
、
基
本
的
な
見

直
し
が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
民
生
活
部
長　

国
民
健
康
保
険

会
計
は
、
医
療
給
付
費
が
年
々

増
え
続
け
、
厳
し
い
財
政
運
営

が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

い
す
み
市
に
限
っ
た
問
題
で

は
な
く
、
全
国
的
な
問
題
で
あ

り
、
千
葉
県
が
発
表
し
た
平
成

16
年
度
の
市
町
村
の
状
況
に
よ

る
と
、
前
年
度
か
ら
の
繰
越
金

や
基
金
繰
入
金
を
除
い
た
単
年

度
経
常
収
支
は
、
県
内
80
市
町

村
中
66
市
町
村
で
赤
字
と
い
う

状
況
で
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況

の
中
、
国
保
会
計
は
旧
３
町
が

そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
を
抱
え
な
が

ら
合
併
し
、
そ
し
て
合
併
後
も

不
均
一
課
税
で
移
行
し
て
き
た

と
こ
ろ
で
す
。
国
民
健
康
保
険

税
率
に
つ
き
ま
し
て
は
、
旧
３

町
に
差
が
あ
り
、
こ
の
差
が
生

じ
た
の
は
各
町
に
お
け
る
財
政

事
情
や
国
保
財
政
調
整
基
金
等

の
相
違
に
よ
る
も
の
で
、
こ
の

こ
と
か
ら
国
保
運
営
に
見
合
っ

た
相
応
の
税
率
を
採
用
し
て
い

た
も
の
で
す
。

　
　

い
す
み
市
の
国
保
会
計
の

現
状
は
、
平
成
17
年
度
決
算
で

黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
要
因
は
、
前
年
度
か
ら
の
繰

越
金
、
基
金
の
繰
入
金
、
一
般

会
計
か
ら
の
国
保
財
政
健
全
化

繰
入
金
に
よ
る
も
の
で
、
繰
越

金
や
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

等
は
な
か
っ
た
と
す
る
と
、
約

３
億
円
ほ
ど
の
赤
字
と
い
う
状

況
で
す
。

　
　

ま
た
、
医
療
給
付
費
も
平

　12月定例議会の一般質問は、12月19日に市政に関する諸問題について質問が行われました。

　ここでは、紙面の関係で要約した質問及び答弁の一部を掲載いたします。

　なお、一般質問及び議案の審議状況等、会議録をご覧になりたい方は、いすみ市のホームページ又は夷隅

文化会館、大原文化センター及び岬公民館の各図書室で閲覧することができます。（12月定例議会の会議録

は2月下旬に公開を予定しています。）

成
17
年
度
は
前
年
度
と
比
較
し

て
10
％
程
度
増
加
し
、
こ
の
医

療
給
付
費
の
増
加
の
原
因
は
、

国
保
加
入
者
の
増
加
や
高
齢

化
、
１
人
当
た
り
の
医
療
費
の

増
加
と
さ
れ
、
今
後
も
高
度
医

療
が
進
む
に
つ
れ
て
伸
び
る
傾

向
で
す
。
国
保
会
計
は
、
保
険

税
や
国
か
ら
の
補
助
金
等
を
財

源
と
し
て
独
立
し
た
会
計
と
す

る
こ
と
が
理
想
で
す
が
、
現
状

は
不
足
額
が
大
き
く
な
っ
て
、

財
政
の
や
り
く
り
に
非
常
に
苦

慮
し
て
い
る
状
況
で
、
平
成
19

年
度
の
歳
出
予
算
見
積
も
り
で

は
、
本
年
度
と
同
じ
税
率
で
税

収
を
見
込
ん
だ
場
合
、
来
年
度

も
今
年
度
と
同
程
度
か
、
そ
れ

を
上
回
る
歳
入
不
足
が
見
込
ま

れ
る
状
況
で
す
。

　
　

相
互
扶
助
を
目
的
と
し
た
国

民
健
康
保
険
事
業
で
は
、
国
保

会
計
の
収
入
が
少
な
い
か
ら
と

い
っ
て
医
療
給
付
費
等
を
削
減

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、

増
加
し
続
け
る
医
療
給
付
費
等

に
見
合
っ
た
税
制
に
改
正
し
な

け
れ
ば
、
健
全
な
運
営
が
難
し

く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
　

国
民
健
康
保
険
税
は
、
一

年
間
に
必
要
と
予
測
さ
れ
る
医

療
費
等
か
ら
国
・
県
な
ど
の
交

付
金
や
補
助
金
を
差
し
引
い
た

額
が
保
険
税
の
総
額
と
な
る
の

で
、
こ
れ
を
基
本
と
し
て
、
保

険
税
を
算
出
し
た
上
で
、
財

政
調
整
基
金
や
一
般
会
計
繰
入

金
で
ど
の
程
度
の
繰
り
入
れ
が

可
能
か
を
考
慮
し
な
が
ら
検
討

し
、
国
保
運
営
協
議
会
に
諮
っ

た
上
で
方
向
性
を
決
定
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

応
能
割
や
応
益
割
の
見
直
し

等
に
つ
い
て
は
、
合
併
協
議
の

調
整
方
針
で
、
均
一
課
税
に
当

た
っ
て
低
所
得
者
に
配
慮
し
た

軽
減
割
合
、
２
割
、
５
割
、
７

割
を
適
用
す
る
こ
と
が
承
認
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
調
整
方
針

を
尊
重
し
、
こ
の
軽
減
割
合

を
採
用
す
る
に
は
、
応
益
割
が

45
％
か
ら
55
％
の
範
囲
内
と
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
範
囲

内
を
基
本
に
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

応
能
割
に
つ
い
て
は
、
社
会

経
済
情
勢
を
考
慮
し
、
資
産
割

と
所
得
割
の
比
較
を
見
直
し
、

所
得
割
の
方
に
重
点
を
置
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

　
　

減
免
制
度
の
運
用
は
、
災
害

等
特
別
な
理
由
に
よ
り
受
け
ら

れ
る
も
の
で
、
他
の
被
保
険
者

に
不
公
平
と
な
ら
な
い
よ
う
適

正
な
執
行
を
図
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
、市
の
基
本
的
な

考
え
方
は

岩  

井  

豊  

重 

議 

員
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【
岩
井
議
員
は
こ
の
質
問
の
ほ

か
、「
市
民
が
主
人
公
の
市
役

所
で
あ
る
た
め
に
」、「
危
機

管
理
に
つ
い
て
」
質
問
し
ま
し

た
。】

元
吉
議
員　

本
市
に
お
け
る
高
齢

化
は
著
し
く
、
特
に
農
村
部
、

漁
村
部
で
は
若
い
人
を
見
つ
け

る
の
が
難
し
い
ほ
ど
で
す
。
高

齢
者
の
方
々
か
ら
一
番
耳
に
し

た
の
が
、
ど
こ
へ
行
く
に
も
足

が
な
い
と
い
う
言
葉
で
、
日
常

生
活
に
お
け
る
交
通
手
段
の
確

保
は
急
務
で
す
。

　
　

交
通
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
現

在
、
旧
大
原
町
の
市
民
号
、
旧

夷
隅
町
の
乗
合
タ
ク
シ
ー
が
運

行
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
旧
岬

町
地
区
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一

日
も
早
く
こ
の
格
差
を
解
消

し
、
い
す
み
市
民
の
誰
も
が
利

用
で
き
る
市
内
巡
回
バ
ス
交
通

シ
ス
テ
ム
の
整
備
が
早
急
に
行

わ
れ
れ
ば
と
考
え
ま
す
。
市
内

全
域
交
通
シ
ス
テ
ム
は
何
年
何

月
ご
ろ
か
ら
統
一
さ
れ
る
の
か

伺
い
た
い
。

　
　

ま
た
、
新
築
さ
れ
る
国
保
国

吉
病
院
行
き
の
バ
ス
は
、
巡
回

バ
ス
の
路
線
に
取
り
入
れ
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

市
長　

市
民
の
足
と
し
て
の
市
内

交
通
の
運
行
実
施
予
定
に
つ
い

現
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

国
保
国
吉
病
院
行
き
の
バ
ス

運
行
計
画
は
、高
齢
者
を
含
め
、

市
民
が
市
内
の
各
地
域
か
ら
主

な
病
院
に
通
院
で
き
る
よ
う
な

交
通
体
系
の
整
備
に
向
け
、
準

備
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
　

ま
た
、
合
併
前
の
旧
３
町
で

重
度
心
身
障
害
者
及
び
独
居
高

齢
者
の
社
会
参
加
、
あ
る
い
は

病
院
へ
の
通
院
な
ど
、
交
通
弱

者
の
交
通
手
段
の
確
保
を
目
的

に
福
祉
タ
ク
シ
ー
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
が
、
早
期
に
市
内

全
域
で
サ
ー
ビ
ス
内
容
の
均
衡

を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
た

め
、
新
た
な
福
祉
移
送
サ
ー
ビ

ス
事
業
を
検
討
す
る
た
め
検
討

委
員
会
を
設
置
し
、
便
利
で
利

用
し
や
す
い
交
通
手
段
を
確
保

す
る
た
め
の
検
討
を
お
願
い
し

ま
し
た
。

　
　

そ
の
結
果
、
重
度
障
害
者
や

要
介
護
者
並
び
に
高
齢
者
を
対

象
に
、
財
政
面
を
考
慮
し
つ
つ

事
業
の
一
本
化
に
よ
る
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
が
必
要
と
の
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
意
見

を
尊
重
し
、
平
成
19
年
度
か
ら

新
た
な
福
祉
タ
ク
シ
ー
事
業
の

実
施
が
で
き
る
よ
う
、
現
在
検

討
し
て
い
ま
す
。

て
は
、
今
年
度
調
査
委
員
会
を

設
置
し
、
委
員
か
ら
各
種
の
意

見
を
伺
い
、
そ
の
実
現
に
向
け

準
備
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
旧
３
町
の
既
存
交
通

形
態
が
異
な
る
た
め
、
現
在
利

用
し
て
い
る
交
通
形
態
よ
り
、

よ
り
一
層
市
民
に
と
っ
て
便
利

な
交
通
形
態
が
求
め
ら
れ
、
こ

れ
に
対
応
で
き
る
よ
う
努
力
し

て
い
ま
す
。

　
　

実
施
時
期
は
、
予
算
の
範
囲

で
、
平
成
19
年
度
に
各
種
の
手

続
を
行
い
市
内
交
通
の
整
備
実

 

【
元
吉
議
員
は
こ
の
質
問
の
ほ

か
、「
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
」、

「
少
子
化
対
策
に
つ
い
て
」
質

問
し
ま
し
た
。】

高
梨
議
員　

広
域
的
交
通
シ
ス
テ

ム
と
し
て
考
え
る
い
す
み
鉄
道

に
つ
い
て
、
平
成
17
年
８
月
に

い
す
み
鉄
道
再
生
会
議
を
県
、

夷
隅
郡
市
２
市
２
町
、
有
識
者

に
よ
っ
て
立
ち
上
げ
、
平
成
18

年
２
月
26
日
に
は
大
多
喜
町
中

央
公
民
館
で
こ
の
会
主
催
に
よ

る
「
こ
れ
か
ら
の
い
す
み
鉄
道

を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が

開
催
さ
れ
、
意
見
交
換
等
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
大
原
駅
か
ら
上

総
中
野
駅
の
26
・
８
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
を
広
域
的
交
通
シ
ス
テ
ム

と
位
置
づ
け
る
の
か
、
あ
る
い

は
観
光
鉄
道
と
し
て
考
え
る
の

か
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
も
、
現

いすみ鉄道の利用

状況と経営状況は

高  梨  庸  市 議 員

▲現在、大原地区で運行している「市民号」

市内全域での交通

システム整備は、

いつごろか

元  吉  　  基 議 員
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在
の
鉄
道
利
用
状
況
、
さ
ら
に

は
経
営
状
況
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。

　
　

ま
た
、
利
用
客
に
つ
い
て
、

い
す
み
鉄
道
が
平
成
18
年
５
月

１
日
か
ら
31
日
の
定
期
乗
車
券

の
所
有
者
630
人
に
つ
い
て
調
査

し
た
と
こ
ろ
、
通
学
定
期
券

に
よ
る
利
用
者
が
554
人
、
通
勤

定
期
券
76
人
と
い
う
調
査
結
果

と
伺
い
ま
し
た
。
通
学
の
手
段

と
し
て
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま

す
が
、
い
す
み
市
も
第
３
セ
ク

タ
ー
の
構
成
員
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
か
ら
の
鉄
道
事
業
に

つ
い
て
、
市
長
の
考
え
を
伺
い

た
い
。

市
長　

い
す
み
鉄
道
は
、
昭
和
63

年
３
月
の
開
業
か
ら
18
年
を
経

過
し
、
開
業
直
後
の
年
間
112
万

人
の
利
用
者
数
か
ら
減
少
傾
向

が
続
き
、
昨
年
度
は
45
万
人
と

開
業
時
の
40
％
ま
で
に
減
少
し

て
い
ま
す
。
減
少
の
理
由
は
、

自
家
用
車
の
普
及
や
沿
線
人
口

の
減
少
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
が
、
利
用
者
の
多
く
を
学

生
に
依
存
し
て
い
る
い
す
み
鉄

道
に
と
っ
て
は
、
少
子
化
に
よ

る
学
生
の
減
少
と
、
そ
れ
に
伴

う
高
校
の
統
合
に
よ
る
利
用
者

の
減
少
が
最
も
大
き
な
要
因
と

熱  田  彰  司 議 員

な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

経
営
状
況
も
、
開
業
以
来
経

常
赤
字
が
続
き
、
平
成
12
年
に

「
い
す
み
鉄
道
経
営
改
善
計
画
」

を
策
定
し
、
計
画
に
基
づ
い

た
経
営
改
善
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
が
、
顕
著
な
経
費
削
減
効

果
は
得
ら
れ
ず
、
近
年
は
基
金

か
ら
年
間
１
億
５
、
０
０
０
万

円
程
度
補
填
し
て
い
る
状
況
で

す
。
ま
た
、
鉄
道
施
設
の
老
朽

化
や
車
両
の
交
換
時
期
も
近
づ

い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も

厳
し
い
経
営
状
況
と
予
想
さ
れ

ま
す
。

　
　

こ
う
し
た
事
態
を
踏
ま
え

て
、現
在
県
に
設
置
さ
れ
た「
い

す
み
鉄
道
再
生
会
議
」
で
ア
ン

ケ
ー
ト
や
便
益
調
査
が
多
角
的

に
行
わ
れ
、
検
討
・
分
析
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、「
い
す

み
鉄
道
再
生
会
議
」の
結
論
は
、

来
年
の
夏
ご
ろ
に
は
存
続
か
廃

止
か
の
結
論
が
出
さ
れ
る
予
定

に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
市
と

し
て
は
、「
い
す
み
鉄
道
再
生

会
議
」
の
動
向
を
注
視
し
て
い

き
ま
す
。

 

【
高
梨
議
員
は
こ
の
質
問
の
ほ

か
、「
合
併
に
つ
い
て
」
質
問

し
ま
し
た
。】

熱
田
議
員　

い
じ
め
等
に
対
し
、

文
部
科
学
大
臣
も
異
例
の
声
明

文
を
出
す
な
ど
深
刻
な
事
態
で

あ
る
が
、
生
命
尊
厳
・
尊
重
の

わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
、「
道

徳
教
育
の
充
実
、
命
を
大
切
に

す
る
教
育
の
充
実
」
を
い
す
み

市
教
育
委
員
会
の
重
点
施
策
の

一
つ
に
掲
げ
、
そ
れ
を
受
け
て

各
学
校
は
、児
童
・
生
徒
に
「
豊

か
な
人
間
性
と
社
会
性
」
の
醸

成
に
向
け
た
取
り
組
み
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

　
　

豊
か
な
人
間
性
と
社
会
性
を

育
む
た
め
に
は
、「
道
徳
の
授

業
」
の
充
実
は
も
と
よ
り
、
体

験
活
動
に
よ
る
「
道
徳
教
育
」

の
推
進
、
家
庭
・
地
域
・
社
会

と
連
携
し
た
「
心
の
教
育
」
の

充
実
、
さ
ら
に
「
命
を
大
切
に

す
る
教
育
」
が
大
切
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
　

道
徳
教
育
の
推
進
は
、
各
中

学
校
で
は
海
岸
清
掃
等
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
、
職
場
体
験
、

海
外
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
小

学
校
で
は
生
活
科
や
総
合
的
な

学
習
の
時
間
を
初
め
と
す
る
全

教
育
活
動
を
通
し
て
外
部
人

材
の
活
用
や
親
子
で
の
奉
仕
作

業
、
敬
老
会
と
の
ふ
れ
あ
い
等

を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
実
践

し
て
い
ま
す
。

　
　

ま
た
、
心
の
教
育
の
充
実

と
し
て
、
学
校
で
は
教
育
活
動

を
自
己
点
検
し
、
成
果
と
課
題

心
、
そ
の
心
の
教
育
、
人
間
教

育
を
重
視
し
た
教
育
環
境
の
整

備
が
必
要
か
と
思
い
ま
す
。

　
　

学
校
・
家
庭
・
地
域
の
役
割

を
含
め
、
い
す
み
市
に
お
け
る

心
の
教
育
の
現
状
と
こ
れ
か
ら

の
方
向
性
に
つ
い
て
考
え
を
伺

い
た
い
。

教
育
長　

核
家
族
化
や
少
子
化
な

ど
社
会
状
況
が
大
き
く
変
化
す

る
中
で
、
子
供
た
ち
の
人
間
関

係
を
築
く
力
は
、
日
常
の
生
活

の
中
で
自
然
に
身
に
つ
け
る
こ

と
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
と
言

心の教育の現状と

これからの方向性は

▲利用者の減少が続いている「いすみ鉄道」
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を
校
外
に
公
表
し
、
地
域
と
と

も
に
歩
む
ス
タ
イ
ル
に
シ
フ
ト

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
具
体

的
に
は
、
県
教
育
委
員
会
が
進

め
る
１
、
０
０
０
カ
所
ミ
ニ
集

会
等
で「
人
間
関
係
の
希
薄
さ
」

を
原
因
と
す
る
教
育
課
題
に

つ
い
て
話
し
合
い
、
地
域
内
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
、

地
域
住
民
と
ふ
れ
あ
う
体
験
活

動
の
重
要
性
を
確
認
し
て
、
心

の
教
育
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
　

さ
ら
に
、
命
を
大
切
に
す
る

教
育
の
充
実
に
つ
い
て
、
各
学

校
で
「
い
の
ち
を
大
切
に
す
る

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
、

「
い
じ
め
や
暴
力
行
為
等
の
人

権
侵
害
は
許
さ
れ
な
い
行
為
で

あ
る
。」
と
い
う
意
識
を
高
め

て
い
ま
す
。

　
　

今
後
、
い
す
み
市
教
育
委
員

会
と
し
て
、
教
職
員
の
意
識
改

革
を
図
り
、
保
護
者
及
び
地
域

住
民
へ
の
啓
発
活
動
も
積
極
的

に
進
め
、
連
携
を
深
め
、
心
の

教
育
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

 

【
熱
田
議
員
は
こ
の
質
問
の
ほ

か
、「
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
」、「
海
辺
の
保

全
と
活
用
に
つ
い
て
」
質
問
し

ま
し
た
。】

河川の流竹木への

対策は

鈴  木  麗  子 議 員

鈴
木
議
員　

川
の
管
理
に
つ
い

て
、
１
級
河
川
、
２
級
河
川
は

国
と
県
が
管
理
し
、
準
用
河
川

は
市
町
村
が
管
理
す
る
と
河
川

法
の
規
定
が
あ
り
ま
す
。
海
岸

掃
除
や
公
園
の
掃
除
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
で
き
ま
す
が
、
河
川

の
中
に
あ
る
竹
、
流
木
、
ま
た

そ
れ
に
引
っ
か
か
っ
た
ゴ
ミ
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
処
理
で
き

ず
、
結
局
、
放
置
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
が
あ
ち
こ
ち
と
見
受
け

ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
ご
み
が

原
因
で
台
風
や
大
雨
の
際
は
被

害
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
今
後

の
市
と
し
て
の
対
策
を
伺
い
た

い
。

産
業
建
設
部
長　

い
す
み
市
内
を

　

流
れ
る
２
級
河
川
は
、夷
隅
川
、

　

塩
田
川
を
含
め
７
河
川
で
、
千

葉
県
が
管
理
し
て
お
り
、
市
で

管
理
す
る
準
用
河
川
は
15
の
河

　

川
で
、河
川
延
長
は
３
万
６
、９

　

７
０
メ
ー
ト
ル
で
す
。

　
　

近
年
、
多
発
す
る
異
常
気
象

に
よ
る
台
風
・
豪
雨
、
ま
た
、

流
域
の
宅
地
開
発
な
ど
に
よ

り
、
流
域
の
保
水
、
遊
水
機
能

が
低
下
し
、
洪
水
流
量
が
増
大

し
て
い
る
状
況
で
す
。

　
　

こ
れ
ら
の
流
域
か
ら
排
出
さ

れ
る
流
竹
木
や
ゴ
ミ
類
も
増
加

の
傾
向
で
す
。
市
と
し
て
も
、

市
民
の
要
望
の
多
い
河
川
環
境

の
整
備
に
つ
い
て
は
、
市
で
把

握
し
て
い
る
重
要
水
防
区
域
を

含
め
、
定
期
的
に
河
川
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行
い
、
水
の
流
れ
を

阻
害
す
る
流
竹
木
等
の
除
去
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
河
川
へ

の
倒
木
に
つ
い
て
も
、
所
有
者

考
え
を
伺
い
た
い
。

　
　

ま
た
、
合
併
特
例
債
の
使
途

で
す
が
、
財
政
危
機
を
何
と
か

し
よ
う
と
合
併
し
た
な
ら
ば
、

新
た
な
借
金
を
で
き
る
だ
け
し

な
い
と
い
う
基
本
的
な
考
え
が

必
要
だ
と
思
う
が
、
ど
う
い
う

も
の
に
使
う
か
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
、
市
民
に
意
見
を
聞
く

姿
勢
が
必
要
と
思
い
ま
す
。

　
　

使
途
の
基
本
的
な
方
針
を
伺

い
た
い
。

市
長　

市
政
運
営
に
当
た
っ
て

は
、
公
平
さ
と
市
民
福
祉
の
向

上
に
基
本
を
置
い
て
い
る
と
こ

ろ
で
、
今
後
と
も
こ
の
方
針
で

実
行
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
　

サ
ー
ビ
ス
の
統
一
化
の
課
題

で
す
が
、
提
案
の
あ
っ
た
福
祉

事
業
、
国
保
税
、
防
災
行
政
無

線
の
統
一
化
、
そ
し
て
巡
回
バ

ス
等
々
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

こ
の
点
は
、
現
在
、
そ
れ
ぞ
れ

の
部
局
で
調
整
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
今
回
の
合

併
が
12
月
５
日
の
合
併
で
、
か

つ
年
度
中
途
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
合
併
前
に
短
期
間
の
う

ち
に
各
課
長
を
中
心
と
す
る
専

門
部
会
で
調
整
し
た
方
針
に
基

づ
い
て
い
る
も
の
で
す
。
合
併

サービスの統一と

合併特例債の使途の

基本的な方針は

荒  井  　  正 議 員

荒
井
議
員　

合
併
後
も
継
続
し
て

い
る
旧
３
町
の
独
自
サ
ー
ビ
ス

の
統
一
に
向
け
て
の
基
本
的
な

と
協
議
し
な
が
ら
伐
採
・
除
去

を
実
施
し
、
河
川
の
流
下
能
力

の
向
上
を
図
り
ま
す
。

 

【
鈴
木
議
員
は
こ
の
質
問
の
ほ

か
、「
福
祉
問
題
に
つ
い
て
」

質
問
し
ま
し
た
。】

▲河川の流下能力の向上が望まれます。



　

去
る
平
成
18
年
11
月
12
日
の
合

併
後
は
じ
め
て
の
市
議
会
議
員
選

挙
を
経
て
26
名
の
議
員
が
決
ま
り
、

新
議
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

改
選
に
伴
い
、
議
会
だ
よ
り
編
集

委
員
会
も
新
た
に
編
成
さ
れ
、
５
名

の
委
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の「
い
す
み
議
会
だ
よ
り
」

も
、
限
ら
れ
た
紙
面
を
有
効
に
利

用
し
、
よ
り
新
し
い
感
覚
で
議
会

の
様
子
を
詳
し
く
、
よ
り
分
か
り
や

す
く
お
伝
え
で
き
た
ら
と
考
え
、

工
夫
を
凝
ら
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
議
会
の
傍
聴
は
ど
な
た

で
も
で
き
ま
す
。
日
程
等
、
詳
し

く
は
議
会
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

62
ー
１
４
０
６

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

委 

員 

長　

中　

村　

松　

洋

副
委
員
長　

横　

山　

正　

樹

委　
　

員　

高　

梨　

庸　

市

委　
　

員　

元　

吉　
　
　

基

委　
　

員　

川　

嶋　

英　

之

12

田
井
議
員　

肺
炎
に
よ
る
死
亡
者

は
毎
年
９
万
人
以
上
を
数
え
て

お
り
、
死
者
の
う
ち
95
％
が
65

歳
以
上
の
高
齢
者
で
、
肺
炎
の

多
く
を
占
め
る
肺
炎
球
菌
に
対

し
て
は
、
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

が
極
め
て
有
効
で
あ
る
と
言
わ

れ
、
こ
の
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す

る
こ
と
で
80
％
以
上
の
方
に
予

防
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
　

予
防
医
療
の
観
点
か
ら
、
経

済
的
効
果
は
非
常
に
高
い
と

思
わ
れ
、
公
費
助
成
を
す
る
自

治
体
が
徐
々
に
増
加
し
て
い
ま

す
。

　
　

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
は
、
最

低
５
年
は
そ
の
免
疫
が
続
き
、

長
い
目
で
見
る
と
医
療
費
を
下

げ
る
こ
と
に
貢
献
し
ま
す
。

　
　

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

を
受
け
る
こ
と
を
ま
ず
推
奨
す

肺炎球菌ワクチン

接種助成の考えは

田  井  秀  明 議 員

る
こ
と
、
そ
れ
か
ら
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
つ
い
て
公
費
で
助
成
す

る
制
度
を
確
立
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
考
え
を
伺
い
た
い
。

市
民
生
活
部
長　

肺
炎
球
菌
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
助
成
に
つ
い
て

は
、
６
月
定
例
議
会
で
他
の
議

員
よ
り
質
問
が
あ
り
、そ
の
後
、

協
議
・
検
討
し
た
結
果
、
高
齢

者
の
肺
炎
の
予
防
に
は
健
康
の

保
持
増
進
及
び
医
療
費
削
減
の

上
か
ら
も
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
必

要
で
あ
る
と
の
結
論
に
達
し
た

の
で
、
現
在
、
平
成
19
年
度
実

施
の
方
向
で
進
め
て
い
ま
す
。

　
　

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
医
師

会
の
協
力
が
必
要
不
可
欠
で
す

の
で
、
今
後
、
医
師
会
と
実
施

に
向
け
て
の
具
体
的
な
協
議
を

重
ね
ま
す
。

 

【
田
井
議
員
は
こ
の
質
問
の
ほ

か
、「
投
票
所
の
数
及
び
管
轄

区
域
に
つ
い
て
」、「
感
染
症
を

中
心
と
し
た
罹
患
状
況
を
共
有

す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に

つ
い
て
」、「
乳
幼
児
の
予
防
接

種
を
医
療
機
関
で
受
け
さ
せ
る

こ
と
に
つ
い
て
」、「
保
育
所
入

所
の
申
し
込
み
手
続
き
に
つ
い

て
」、「
市
役
所
の
会
計
方
法
に

つ
い
て
」
質
問
し
ま
し
た
。】

　

後
、
１
月
に
は
予
算
編
成
、
２

月
に
は
終
了
、
そ
し
て
３
月

議
会
と
い
う
短
い
タ
イ
ム
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
中
で
十
分
な
事
業

調
整
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
も

事
実
で
す
の
で
、
１
年
が
経
過

し
た
今
、
合
併
前
に
各
専
門
部

会
で
調
整
し
た
方
針
を
そ
れ
ぞ

れ
、
再
点
検
し
な
が
ら
旧
３
町

に
あ
っ
た
「
良
い
も
の
は
伸
ば

す
」
こ
と
の
方
針
の
も
と
に
、

財
源
の
許
す
範
囲
の
中
で
市
民

福
祉
の
向
上
を
目
指
し
て
サ
ー

ビ
ス
の
統
一
を
図
り
、
取
捨
選

択
し
な
が
ら
市
民
生
活
の
安
定

を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

総
務
部
長　

合
併
特
例
債
の
使
途

に
つ
い
て
は
、
合
併
市
町
村
が

一
体
的
に
整
合
性
あ
る
地
域
と

し
て
発
展
す
る
た
め
に
必
要
な

公
共
的
施
設
の
整
備
や
、
旧
市

町
村
の
魅
力
を
保
つ
た
め
の
地

域
振
興
等
の
た
め
に
設
け
ら
れ

る
基
金
へ
の
積
み
立
て
に
充
当

さ
れ
、
か
つ
合
併
時
に
作
成
し

た
「
新
市
建
設
計
画
」
に
位
置

づ
け
ら
れ
た
事
業
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

　
　

い
す
み
市
の
「
新
市
建
設
計

画
」
で
位
置
づ
け
ら
れ
た
事
業

は
、
厳
し
い
経
済
状
況
の
中
、

市
民
生
活
に
直
結
し
た
広
域

的
、
基
幹
的
な
事
業
に
厳
選
さ

れ
て
い
て
、
新
市
と
な
っ
て
か

ら
の
対
象
事
業
で
す
が
、
平
成

17
年
度
は
「
合
併
推
進
債
」
と

し
て
電
算
シ
ス
テ
ム
統
合
整

備
、
平
成
18
年
度
は
、「
合
併

特
例
債
」
と
し
て
、
道
路
改
良

と
消
防
施
設
整
備
の
２
事
業
で

す
。

　
　

通
常
の
地
方
債
に
比
べ
て

充
当
率
が
引
き
上
げ
ら
れ
、
交

付
税
算
入
が
あ
る
な
ど
、
特
別

な
配
慮
が
な
さ
れ
た
有
利
な
地

方
債
で
あ
る
と
は
い
え
、
借
金

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
運
用

に
当
た
っ
て
は
住
民
に
直
結
し

た
基
盤
整
備
事
業
に
重
点
を
起

き
、
国
、
県
等
の
補
助
金
等
を

優
先
的
に
充
当
し
、
新
市
の
財

政
に
過
剰
な
負
担
と
な
ら
な
い

よ
う
、
財
政
状
況
を
見
な
が
ら

対
応
し
て
い
き
ま
す
。

 

【
荒
井
議
員
は
こ
の
質
問
の
ほ

か
、「
福
祉
施
策
の
充
実
に
つ

い
て
」、「
ゴ
ミ
処
理
施
設
の

建
設
に
つ
い
て
」
質
問
し
ま
し

た
。】


